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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	矢野　佳代

	大 会 名
	North American Championship

	開 催 地
	アメリカ　ロサンゼルス

	大 会 期 間
	平成23年6月29日～7月７日


	開催地域の

様子
	大会会場となったカブリロヨットハーバーにはクルーザーが何百艇も係留されている大きなヨットハーバーでした。幅の狭いスロープから２００艇が出艇するのはかなりの時間を要しました。

ＯＰは係留されたクルーザーの中を通って出ていきます。

	宿泊場所
	宿舎となったホテルはハーバーから車で約１０分。
ホテルの部屋は良かったのですが、食事はよくありませんでした。夕食はパスタなどの軽食が多く、魚や肉が出る事はあまりなかった。朝食も粗末でした。他国のチームは買い出してきたものを食べているチームもありました。

	大会のサポーターへの対応は
	レース中はヨットクラブの２階を開放していて、選手が出艇した後に待機することができ、良かった。

	選手たちの

 コンディションは？
	心配した時差ボケもせず、期間中に体調を崩すこともなかったです。

	サポーターとして気をつけたことは？
	期間中、日中は日差しが強かったので常に水分補給、栄養補給の準備をしていた。
レース海面が遠かったため、レースが終わり着岸するまでに１時間もかかることもあり、夕食が２１時くらいになることもあったので選手の体調管理に気をつけた。

	海外の選手を見て感じたことは？


	海外の選手はどの国の選手もフレンドリーでした。
ただ、デビジョン毎に出艇するように言われているのにルールを守らない選手が多かったのは

残念でした。

	日本の選手を見て感じたことは？
	英語があまりできなくても、海外の選手とバトミントンをしたりして積極的に交流をしていて頼もしく
思えました。

	Spare dayの過ごし方は？
	大会会場のヨットハーバーで独立記念祭があり、全員で参加していろんなイベントを楽しみました。


	日本チームとして

の課題
	チームレースを敗退しましたが、日本チームはルールを良くわかっていないところがあったらしいので
もっと勉強すべきだと思いました。

	ＪＯＤＡへの要望
	

	その他　
	オフシャルホテルはランドリーが２台しかなく洗濯を早朝か夜中にしていました。もっと設備の整ったホテルが望ましいと思いました。
出発前、期間中、大会ＨＰがほとんど更新されず情報が少なかった。

レーストラッキングも現地に行ってやらないことが判明した。

ＩＯＤＡが検証、指導して大会運営、その他を標準化すべきだと思う。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

